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研究成果の概要（和文）：本研究では，ソーシャルメディア上より取得したソーシャルデータを用いた，消費者
行動プロセスの解明を試みた．具体的には，ファッションブランドに関心を有するユーザを対象に，商品につい
ての書き込みや，消費者の繋がりを取得し，これらの情報に対し，機械学習や多変量解析の手法を用いた分析を
行った．研究成果としては，ソーシャルメディア上にはブランドに関する大規模な消費者コミュニティが形成さ
れているが，これは興味・関心やコミュニケーションの内容が異なる，複数の小規模なマイクロ・コミュニティ
を内包していること，複数のマイクロ・コミュニティにおいて影響力を有するインフルエンサーが存在すること
などが明らかになった．

研究成果の概要（英文）：In this study, we tried to clarify the consumer behavior process using 
social data acquired from social media. Specifically, we targeted users who are interested in 
fashion brands. We obtained information about products and relationships with consumers from social 
media, and analyzed this information using machine learning and multivariate analysis methods. As a 
result of this study, a large-scale consumer community regarding brands, which includes multiple 
small-scale micro-communities with different interests and communication contents. Moreover, we 
clarified that there are "influencers" who have influence in multiple micro-communities.

研究分野： マーケティング・サイエンス

キーワード： 消費者行動　ソーシャルメディア　インフルエンサー　機械学習　多変量解析　数理モデリング　社会
ネットワーク分析

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
研究成果の学術的意義としては，消費者自身が実際に発信した情報（投稿内容）とソーシャルメディア上におけ
る消費者の交友関係（コミュニティ構造）の２つの視点を包括して研究に取り組んだことにより，ソーシャルメ
ディアが消費者行動に与える影響の一端を示すことができたと考える．
また，社会的意義としては，製品・サービス企画やプロモーションなどの実務において，ソーシャルメディア・
マーケティングを行う際に利用可能な，消費者コミュニティの構造並びにコミュニティ内で主眼となるトピック
や，インフルエンサーの特徴といった，幾つかの重要な知見を得られたと考える．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
情報通信技術の進展を背景に，インターネット上における情報発信・共有ツールであるソーシ

ャルメディアの利用者が急増している．ソーシャルメディアには，例えば，消費者の興味・関心
（投稿・お気に入りデータ）や，交友関係（社会的ネットワークデータ）など，消費者のライフ
ログに基づく詳細な行動データが日々蓄積されている（以後これらを「ソーシャルデータ」と呼
ぶ）．また，近年ではビジネス領域におけるソーシャルデータの活用を目的に，アカウント連携
機能（シングルサインオン）の一種であるソーシャルログインが普及している．これらによって，
従来は知りえなかった，自社の顧客が有する興味・関心や消費者間の繋がりなどのデータが，ソ
ーシャルメディアを通じて消費者単位で取得可能となった． 
顧客との関係を分析しながら最適戦略を講ずるマーケティング分野において，主要な研究領

域の一つに，消費者行動研究がある．これまでこの分野では，ID 付き POS データ，もしくはス
キャナ・パネル・データといった，顧客の購買履歴データ（以後，これらをマーケティングデー
タと呼ぶ）の活用を中心とした消費者行動の解明が行われてきた．しかしながら，これらの研究
で用いられたデータは消費者の購買時点の記録であり，購買前に行う探索行動や，購買後に行う
商品評価・情報共有などの消費者行動を測定することは事実上困難であった． 
上記に示す一連の流れの中で，ソーシャルデータとマーケティングデータの双方を用いた消

費者行動に関する研究も行われている．しかしながら，これまでの研究では，映画などの限られ
た商品を対象としたものが多い．一般商品を対象とした少数の研究においても，業界の流行や特
定のトピックに関する盛り上がりの把握を目的としており，消費者の探索行動や意思決定の解
明を目的とした研究は未だ十分に行われていない． 
申請者のこれまでの SNS・マイクロブログを対象とした研究成果から，SNS・マイクロブロ

グ上で顧客が接触した情報は，消費者の購買前後に行う探索行動や，意思決定に対して影響を与
えていること，社会的ネットワークの構造により与える影響が異なること，またこれらの影響は，
対象とするコミュニティの目的によって，影響が大きく異なることが示唆された．そのため，消
費者の行動データをソーシャルデータとして抽出し，マーケティングデータと合わせて分析を
行うことで，新たな消費者行動プロセスの解明が期待できると推察した． 
 
２．研究の目的 
 上記の背景を念頭に，本研究では，ソーシャルメディア上から抽出した消費者の行動データで
あるソーシャルデータと，ID 付き POS データやアクセスログデータなどの，既存のマーケティ
ングデータを組み合わせることにより，新たな消費者行動プロセスを解明するための分析モデ
ルの確立を目的とした． 
 
３．研究の方法 
 本研究では，複数のソーシャルメディアマーケティングに関する取り組みを行っている企業
並びに，ソーシャルメディア事業者に協力を仰ぎ，消費者行動プロセスの解明を目的とした分析
に取り組んだ． 
 研究機関においては，以下のデータを取り扱った． 
 ゴルフ用品ポータルサイト（EC，ゴルフ場予約など） 
 広告事業者（Web） 
 ヘアサロンチェーン（店舗） 
 アパレルブランド（店舗） 
 ブログサービス 
 
これらの企業より提供を受けたマーケティングデータ並びにソーシャルデータに加え，独自に
API を用いて取得した，SNS・マイクロブログに関するソーシャルデータを用い，分析に取り組
んだ．具体的には，ID 付き POS データとアクセスログデータより抽出した，購買生起やアクセ
スタイミングに対して，ソーシャルデータを変数として用いた予測モデルの作成や，ブログ空間
におけるインフルエンサーの時系列的な成長過程の特定，あるアパレルブランドに関する消費
者コミュニティ並びに，消費者コミュニティ内でやり取りされる話題，コミュニティに存在する
インフルエンサーの特定など，複数の異なる業種・ビジネス形態を有する企業を対象に，消費者
行動プロセスの解明を目的とした分析を行った．分析にあたっては，主に，機械学習，データマ
イニング，多変量解析などに関する手法を，分析の目的やデータの特徴に合わせて使い分けた． 
 
４．研究成果 
 研究成果について，「バースト現象」「インフルエンサー」「消費者コミュニティ」らの 3つの
視点からまとめる． 
(1) バースト現象 
ソーシャルメディア上で起こる代表的な現象として，バースト現象がある．これは，ある特定

のユーザが発信した情報が，短期間で拡散され多数のユーザに到達する現象を表す．複数のテレ
ビドラマに関するマイクロブログへの投稿を対象に，時系列解析によるバースト現象のモデル
化並びに，自然言語処理による投稿の特徴抽出を行い，消費者行動プロセスの評価を行った．そ
の結果，ドラマ毎に特定の特徴語とバースト現象には関係があることが示唆された．これらの結



果より，ソーシャルメディアマーケティングの文脈において，製品・サービスの宣伝時に，消費
者の投稿に内在する特徴語に着目することで，市場の興味を喚起し，効果的な広告戦略を立案で
きる可能性が示された． 
 
(2) インフルエンサー 
ソーシャルメディア誕生以降の製品・サービスに関するプロモーションにおいては，ある特定

のトピックに関して強い影響力を有する一般ユーザを指すマイクロインフルエンサーに対して，
非常に高い関心が集まっている．しかしながら，一般ユーザがマイクロインフルエンサーとして
影響力を獲得するまでの過程に着目した研究は十分にされていない．本研究では，ブログサービ
スの運営企業より提供を受けた，消費者間の繋がりや相互的なインタラクションに関するデー
タを用い，消費者間のネットワーク形成プロセスを考慮した，マイクロインフルエンサーの成長
過程のモデル化に取り組んだ．具体的には，(1)バースト現象より得られた知見に基づき，登録
から 30 日間隔における，マイクロインフルエンサーのネットワーク構造に関するスナップショ
ットを作成し，各時点について，ネットワーク指標を変数としたインフルエンサーの判別モデル
を作成し，モデルのパラメータからインフルエンサーとして重要となる要素の抽出を行った．そ
の結果，消費者ネットワークの成長には時系列に沿った幾つかの段階があり，各段階において成
長に必要とされる要因が異なることが明らかになった．これらの結果は，一般ユーザがソーシャ
ルメディア上で影響力を獲得するまでのプロセスの一端を示すものであると考える． 
 
(3) 消費者コミュニティ 
多くのソーシャルメディアにおいて，特定のコンテンツに対して興味・関心を有するユーザ同

士が集まり，コミュニティを形成している．特にファッションは趣味・嗜好が直接的に反映され
るため，コミュニティが形成されやすい．あるアパレルブランドを対象に，マイクロブログにお
ける商品に関する投稿と繋がりに関するデータを抽出し，これらのデータを用いた消費者コミ
ュニティの抽出と，コミュニティ構造の理解，インフルエンサーの特定に取り組んだ．具体的に
は，(1)バースト現象，(2)インフルエンサーの分析結果により得られた知見を踏襲し，投稿に対
する自然言語処理解析及び，繋がりに関するデータに対するコミュニティ検知を行った．その結
果，これまではある対象に対して一つの大規模な消費者コミュニティの特定に留まっていたが，
大規模な消費者コミュニティは，興味・関心やコミュニケーションの内容が異なる複数の小規模
なマイクロ・コミュニティにより形成されていること，マイクロ・コミュニティ毎に重要視され
る情報が異なること，複数のマイクロ・コミュニティにおいて影響力を有するインフルエンサー
が存在することなど，コミュニティ形成における消費者行動プロセスの一端が明らかになった． 
 
これらの研究成果については，次節にまとめた学術論文もしくは学会発表という形で公表した．
研究全体として，計画時点で想定していた以上の研究成果を得ることができたと考える． 
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